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大田市立久屋小学校 体育館 

 児童（全校：48 名）教職員（12 名） 
地域の方(15 名) 

※講師…鹿島 丈博 氏 
［大東文化大学スポーツ健康科学部准教授］ 

 〇オリンピックに関する講話 

〇児童演技の解説 

 ・オリンピックの体験談を聴き、オリンピックの理念や価値を学ぶとともに、東京大会

への気運醸成を図る。 

・オリンピック選手になるまでの努力、そしてけがを乗り越えメダルを獲得するまでの

苦悩と挫折を知り、最後までやり遂げようとする大切さに気付く。 

・オリンピアンの生き方にふれ、目標をもって様々なことに挑戦する意欲を高め、今後

の生活につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

ねらい 
講演をとおして、目標をもち努力する大切さに気づき、今後の生活につ

なげる。 

いつ 

どこで 

だれが 

なにを 

「オリンピックを経験して」と題し、2004 年のアテネオリンピックで金メダル(体操団体)を獲得
した経験について映像を交えてお話されました。「美しい体操」と呼ばれた映像が流れると、「すご
い!」という声が自然とあちらこちらから聞こえてきました。講師から、「成長するスピードは人それ
ぞれ。焦る必要はなく、何でも基本を積み重ねていくことが大切である。」とメッセージを送られま
した。講演後には、体操大会の規定演技を児童二人が披露し、講師からアドバイスをもらいました。
オリンピックをより身近に感じられただけでなく、諦めない姿勢の大切さを学ぶことができました。 

失敗することは悪いことではない。 

どうしたらいいのか、考えることが大切! 


